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たぐさんのかたが参加しました
　　　　　　　　　一施設見学会一

　市の施設見学会がおわりました。おかげさまで、

例年にない多数の団体（7団体188名）から参加
していただき盛況でした。

　博物館、衛生センター、卸売市場、苗場山ろく

試験地、ゴルフ場等を見学しましたが、市の仕事

の輪郭を理解してもらえれば幸い’です。ことしは

これで終了しましたが、来年度はまた計画する予

定です。隣近所で相談なさって、参加の計画をた

ててみてはいかがでしょうか。
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♂
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♂
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事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
検
診

10

月
4
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

53

年
6
月

生
れ
の
人

域全

O
い七⊆だくでいおは方の月当該もてくなが知通人個

1
歳
6
ヵ
月

児
検
診

10
月
1
3
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

十
日
町
公
民
館

52

年
4
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

10
月
1
7
日

　
（
火
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

50

年
4
月

生
れ
の
人

育
児
相
談
10
月
1
8
日

　
（
水
）

午
後
1
時
半

～
4
時

十
日
町
公
民
館

52
年
1
2
月

～
5
3
年
2

月
生
れ
の

人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
を
投
与

　
昭
和
五
十
三
年
度
秋
季
急
性
灰
白

髄
炎
（
小
児
マ
ヒ
）
生
ワ
ク
チ
ン
投

与
を
、
つ
ぎ
の
目
程
で
実
施
し
ま
す
。

期
日
及
び
会
場
　
十
月
十
七
目
図
…

十
日
町
、
吉
田
地
区
〈
会
場
H
市
民

体
育
館
〉
　
十
月
十
八
日
困
…
川
治
、

六
箇
、
下
条
地
区
〈
勤
労
青
少
年
ホ

！
ム
〉
　
十
月
十
九
目
困
…
水
沢
、

中
条
地
区
〈
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
〉

受
付
時
間
　
午
後
一
時
四
十
分
～
二

時
二
十
分

該
当
者
　
一
回
目
…
昭
和
五
十
三
年

二
月
一
日
～
七
月
三
十
一
目
ま
で
に

　　　獄撫講欝、纏
と　き　10月3日㊧／午前10時～午後3時

ところ睦織物㈱
と　き　10月4日㊧／午前10時～午後3時

ところ滝文工業㈱　若草寮
■血液生化学検査の結果について
4月～8月の献血分までが保健課に届いています
希望者は献血手帳を持参して保健課までおいでくだ
さい。

一一明日といわず今献血しましょう一

生
ま
れ
た
人
．
二
回
目
・
－
昭
和
五
十

二
年
八
月
一
日
～
昭
和
五
十
三
年
一

月
三
十
一
目
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
及

び
、
昭
和
五
十
二
年
秋
に
一
回
目
を

実
施
し
た
人
．
そ
の
他
、
四
歳
ま
で

に
、
｝
度
も
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

を
受
け
な
か
っ
た
人
。

投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
人
　
有
熱
者
、

病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
．
下
痢
を
し

て
い
る
人
．
麻
診
、
B
C
G
等
の
接

種
を
し
て
一
ヵ
月
を
経
過
し
な
い
人
．

そ
の
他
医
師
が
不
適
と
認
め
た
人
。

　
　
　
　
　
ろ

注
意
事
項
　
投
与
前
は
健
康
管
理
に

…
鎗
拷
の
熱
β
救
急
獲
　
｝

…
1
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
．

…
　
　
　
　
台
7
の
3
0
1
8
番
㎝

…
8
日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

一
　
　
　
　
盈
2
の
2
9
5
7
番
…

…
1
0
日
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
）
…

一
（
体
育
の
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
8
5
の
2
0
0
3
番
一

…
1
5
日
　
十
日
町
病
院
（
高
田
町
三
南
V
…

…
　
　
　
　
盈
7
の
5
5
6
6
番
…

…
2
2
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
…

…
　
　
　
　
窓
2
の
3
2
7
6
番
一

…
2
9
日
　
池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
…

…
　
　
　
　
雪
2
の
2
5
8
1
番
㎜

注
意
し
、
体
調
を
整
え
ま
し
ょ
う
．

体
温
測
定
、
母
子
健
康
手
帳
、
印
か

ん
を
忘
れ
ず
に
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
月
十
一
目
困
　
午
前
九
時
～

午
前
十
一
時
三
十
分
ま
で
　
本
町
七

丁
目
の
一
部
▼
十
月
十
二
日
困

午
前
九
時
～
正
午
ま
で
　
山
本
町
一

丁
目
の
一
部
、
山
本
町
三
丁
目
の
一

部
、
河
内
町
の
一
部
、
千
歳
町
一
丁

目
の
一
部
▼
十
月
十
三
目
囲
午

前
八
時
三
十
分
～
午
後
一
時
ま
で

名
ケ
山
　
▼
十
月
十
六
日
㈲
　
午
前

九
時
～
午
前
十
一
時
三
十
分
ま
で

四
目
町
新
田
第
一
の
一
部

愛
の
協
力
募
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
七
月
一
日
～
三
十
一
日
ま
で
の
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
月
間
」
中
に

愛
の
協
力
募
金
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
六
十
六
万
二
千

七
十
八
円
（
九
月
五
日
現
在
）
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
お
金
は
、
罪
を
犯
し
た
青
少

年
の
更
正
保
護
、
予
防
活
動
の
た
め

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

市保健課では10月3目～20日まで循環器検診事後指導会を行います。（該当者には個人通知します）

O
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
○
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出
稼
ぎ
ε
れ
る
み
な
ε
ん
へ

炎
　
ま
も
な
く
出
稼
ぎ
に
で
か
け
る
み

櫛動
な
さ
ん
に
、
市
・
市
民
課
国
民
年
金

移
金
係
か
ら
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

年
者
●
国
民
年
金
の
届
は
、
そ
の
つ
ど
速

業
農
や
か
に

金年
　
出
稼
ぎ
に
行
か
れ
る
方
は
、
出
発

民
国
前
に
市
役
所
市
民
課
窓
口
に
お
い
で

た
れ
く
だ
さ
い
。
窓
口
で
は
、
出
稼
ぎ
者

わ行
が
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
す
と
、

で
晰
㊥
と
い
っ
て
遠
隔
地
で
も
国
民
健
康

18
内
保
険
が
使
用
で
き
る
保
険
証
を
つ
く

市　
っ
て
お
渡
し
し
ま
す
．

　
同
時
に
勤
務
期
間
証
明
用
紙
二
枚

を
さ
し
あ
げ
ま
す
。
こ
の
う
ち
一
枚

は
、
出
稼
ぎ
先
の
会
社
で
厚
生
年
金

や
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
、
会

社
の
事
務
の
方
か
ら
就
職
さ
れ
た
日

や
厚
生
年
金
の
記
号
番
号
等
を
記
入

し
て
も
ら
い
、
家
族
あ
て
に
郵
送
す

る
も
の
で
す
。

　
家
族
の
方
は
、
こ
の
証
明
書
と
国

民
健
康
保
険
証
を
添
え
て
市
民
課
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
課
で
は
、
出
稼
ぎ
に
行
か
れ

た
方
が
国
民
年
金
や
農
業
者
年
金
加

入
者
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
年
金
に
つ

い
て
喪
失
の
手
続
き
を
と
り
ま
す
。

　
　
話醐

　
　
赫

　福祉年金証書を交付します
　12月期σ）福祉年金び）支払いが各郵便∫、弓ではじまり

ます。

　つきましては、そび）前に国民年金証書を！）ぎの日

程でお渡ししますので印鑑及び保管証を持参び）うえ

忘れずに指定場所でお受けとりください。　（受けと

り等に一）いては代理人の方でもよろしいです）

　なお、今年度福祉年金が支給停止になる方にはそ

グ）旨通知しましたのでご了承ください。

◆例年午前中は混み合いますが午後からは比較的すいています。

日
　
　
時

国
民
年
金
証
書

交
付
場
所

国
民
年
金
証
書
受
取
り
後
福

祉
年
金
を
受
取
る
郵
便
局

n
月
n
目
ω

午
前
9
時
よ
り

　
正
午
ま
で

新
水
農
協

新
水
簡
易
郵
便
局

六
箇
出
張
所

六
　
箇
　
郵
　
便
　
局

市
役
所
市
民
課

国
民
年
金
係

十
　
目
町
郵
便
局

魚
沼
中
条
郵
便
局

魚
沼
中
条
郵
便
局

下
条
出
張
所

下
　
条
　
郵
　
便
　
局

水
沢
出
張
所

土
　
市
　
　
郵
　
便
　
局

越
後
水
沢
郵
便
局

n
月
14
日
ω
℃

午
前
9
時
よ
り

午
後
4
時
ま
で

市
役
所
市
民
課

国
民
年
金
係

十
目
町
高
田
郵
便
局

十
目
町
本
町
簡
易
郵
便
局

川
治
簡
易
郵
便
局

吉
田
出
張
所

魚
沼
吉
田
郵
便
局

　
ま
た
、
も
う
一
枚
の
証
明
用
紙
は

出
稼
ぎ
者
が
会
社
を
退
職
さ
れ
る
際
、

会
社
か
ら
勤
務
期
間
の
証
明
を
も
ら

い
、
本
人
が
市
民
課
窓
ロ
ヘ
こ
の
証

明
書
を
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。
　
市
民
課
窓
口
は
、
こ
の
証
明
に
も

と
づ
き
国
民
年
金
や
農
業
者
年
金
加

入
の
手
続
き
を
と
り
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
出
稼
ぎ
先
で
厚
生
年

金
に
加
入
し
た
時
は
、
国
民
年
金
の

喪
失
届
を
、
出
稼
ぎ
か
ら
戻
っ
た
時

に
は
国
民
年
金
の
加
入
届
を
そ
の
つ

ど
速
や
か
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
．

●
年
金
手
帳
は
忘
れ
ず
に
持
参
し
ま

し
よ
鮨
つ

　
出
稼
ぎ
先
の
職
場
の
労
務
担
当
者

に
、
勤
務
期
間
証
明
用
紙
の
ほ
か
に

「
年
金
手
帳
」
を
提
出
し
て
、
厚
生

年
金
の
記
号
番
号
（
初
め
て
厚
生
年

金
に
加
入
す
る
人
）
加
入
年
月
日
、

喪
失
年
月
日
を
記
入
し
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。
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商
品
仕
入
、
買
掛
金
、
支
払
手
形

・
熟
済
、
ホ
ー
ナ
ス
等
の
諸
経
費
の

支
払
な
、
、
｝
．
年
末
期
の
お
手
当
は
お

一
済
み
〆
、
し
．
よ
う
力

　
凶
民
金
融
公
庫
て
は
、
十
月
一
日

・
ら
年
夫
期
の
貸
付
を
開
始
し
ま
し

㌔
、
当
期
間
は
申
し
込
み
か
集
中
し

ま
す
か
ら
お
早
目
に
申
し
込
み
く
だ

レ
、
・
い
ら

◆
普
通
貸
付
（
一
般
の
事
業
資
金
）

融
資
限
度
　
千
二
百
万
円
以
内

利
率
　
年
七
二
新

貸
付
期
間
　
運
転
資
金
五
年
以
内
、

設
備
資
金
七
年
以
内

保
証
人
　
一
名
以
上

担
保
　
必
要
に
応
じ
て
提
供
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
中
小
企
業
経
営
改
善
貸
付

融
資
限
度
　
二
百
五
十
万
円
以
内

利
率
　
年
六
・
六
軒

貸
付
期
間
　
運
転
資
金
二
年
六
ヵ
月

　
以
内
、
設
備
資
金
三
年
六
ヵ
月
以

　
内
担
保
・
保
証
人
　
不
用
で
す

　
詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫
長
岡

支
店
、
十
目
町
商
工
会
議
所
、
市
役

所
商
工
課
（
3
七
⊥
一
二
一
一
内
線

二
四
三
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
．

×
ゼ
紹
ゼ
彩
ゼ
擢
頬
頬
彩
擢
、

新
潟
県
最
低
賃
金
が
決
ま
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
c
〆
養
c
〆
葵
〔
”
卜
＼
〔
／
卜
、
c
〃
隻
c
∠
（
o
《
Q
∠
箋
o
《
o
〆

　
新
潟
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
す
る
新
潟
県
最
低
賃
金
が
、

つ
ぎ
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
最
低
賃
金
額

　
　
　
一
日
　
二
千
三
百
九
十
二
円

　
（
た
だ
し
、
時
問
給
の
労
働
者
は

　
　
一
時
間
三
百
一
円
）

？
6
？
6
つ
6
？
6
つ
・
6
（
Y
6
9
・
6
？
6
つ
・
O
つ
・
6
つ
6
9
6
つ
・
6
つ
・
6
つ
6
つ
6
？
6
？
や
？
6
？
6

1円玉募金を実施

　　　～市老人クラブ～

　市老人クラブ連合会（会長南雲一郎）

では「眠っている1円玉を社会福祉事

業に〃」と会員に呼びかけたところ、

218，878円も集まりました。同クラブ連

合会では、この集まった善意のお金を

社会福祉事業に役立ててほしいと、市

社会福祉協議会に寄付されました。

◆
効
力
発
生
日

　
　
昭
和
五
十
三
年
十
月
十
六
日

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
今
ま
で
時

間
当
り
の
最
低
賃
金
が
全
面
的
に
適

用
さ
れ
て
い
た
短
時
問
労
働
者
（
い

わ
ゆ
る
パ
ー
ト
）
に
つ
い
て
、
適
用

の
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
賃
金
支
払
形
態
が
、
一
時
間
当
り

○
○
円
と
い
う
形
で
の
時
間
給
契
約

の
場
合
の
み
、
時
間
当
り
最
低
賃
金

額
（
三
百
一
円
）
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
同
じ
短
時
間
労
働
者

（
パ
ー
ト
）
で
あ
っ
て
も
一
日
×
×
円

と
い
う
目
額
に
よ
る
契
約
の
場
合
は

労
働
時
間
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、

日
額
（
二
千
三
百
九
十
二
円
）
が
、

そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
労
働
基
準
監
督
署
）

9
垂
9
垂

　
中
小
企
業
者
の
方
が
取
引
先
企
業

の
倒
産
で
、
売
掛
代
金
の
回
収
に
困

難
が
生
じ
た
り
、
資
金
繰
り
が
苦
し

く
な
り
、
こ
の
結
果
不
幸
に
し
て
自

ら
も
倒
産
の
や
む
な
き
に
至
る
例
が

す
く
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
共
済
制
度
は
、
こ
う
し
た
取

引
先
企
業
の
連
鎖
倒
産
に
備
え
る
む

の
で
概
要
は
次
の
通
り
で
す
．

加
入
で
き
る
方
　
引
き
続
き
一

年
以
上
事
業
を
行
っ
て
い
る
中

小
企
業
者
。

毎
月
の
掛
金
　
五
千
円
、
一
万

円
、
一
万
五
千
円
、
二
万
円
の

い
ず
れ
か
を
自
由
に
き
め
、
掛

金
総
額
が
最
高
百
二
十
万
円
ま

で
積
み
た
て
ら
れ
ま
す
。

共
済
金
の
貸
付
け
　
加
入
後
六

ヵ
月
以
上
経
過
し
た
加
入
者
の

取
引
先
企
業
が
倒
産
し
、
売
掛

金
債
権
等
の
回
収
が
困
難
と
な

っ
た
と
き
、
そ
の
回
収
が
困
難

と
な
っ

一
に
相
当
す
る
掛
金
額
は
、
掛
金
総

額
か
ら
差
し
引
か
れ
、
こ
の
共
済
制

度
の
財
源
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

五
十
三
年
度
の
特
例
今
年
度
一
年

問
に
限
っ
た
特
例
と
し
て
、
掛
金
の

一
括
前
納
が
で
き
ま
す
．
一
括
前
納

後
三
ヵ
月
以
上
経
過
し
て
取
引
先
企

業
の
倒
産
に
よ
り
、
金
融
機
関
か
ら

　
倒
産
し
た
取
引
先
企
業
が
振
り
出

　か　ゑ　のための

中小企業倒産防止共済制度

　
　
　
た
額
か
積
み
た
て
た
掛
金

の
合
計
額
の
十
倍
の
額
と
の
い
ず
れ
か

少
な
い
額
の
共
済
金
の
貸
付
け
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
共
済
金
の
貸
付
け
は

無
利
子
、
無
担
保
、
無
保
証
人
で
返

済
は
据
置
期
間
を
含
め
て
五
年
で
す
．

た
だ
し
、
共
済
金
の
貸
付
を
受
け
た

場
合
に
は
、
そ
の
貸
付
額
の
十
分
の

し
た
約
束
手
形
ま
た
は
引
受
け
た

為
替
手
形
（
割
引
手
形
に
限
る
）

を
買
い
戻
す
よ
う
請
求
さ
れ
、
こ

れ
に
応
じ
た
場
合
に
は
、
掛
金
の

十
倍
の
範
囲
内
（
最
高
千
二
百
万

円
）
で
共
済
金
の
貸
付
け
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
（
な
お
取
引
先
企
業

か
ら
受
け
取
っ
た
手
形
を
担
保
と

し
て
貸
付
け
を
受
け
て
い
た
場
合
、

そ
の
企
業
が
倒
産
し
た
こ
と
に
よ

り
金
融
機
関
か
ら
そ
の
手
形
の
額

面
額
の
支
払
い
ま
た
は
担
保
差
し

か
え
の
請
求
を
受
け
た
場
合
に
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

税
法
上
の
特
典
　
納
付
し
た
掛
金
は

税
法
上
必
要
経
費
ま
た
は
損
金
に
算

入
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
中
小
企
業
共
済
事
業

団
（
〒
一
〇
五
　
港
区
虎
の
門
二
ー

八
ー
一
）
か
市
商
工
会
議
所
．
市
商

工
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（3）lll川川”1””ll“1”1”1”とおガ』陪お甥らぜ新1“1”川川1“”“1”“1”lllllill”“llllll”1“川II”ll”ll“”川””川Ilmlll昭和53卸o月25日

身
体
障
害
者
福
祉
会
館
完
成
《
旧
川
治
公
民
館
跡
に
》

　　　　　　　　　　　∩
　　　　　　　　　　　窓
　　　　　　　　　　　ゑ
～中小企業共済事業団～響

　
こ
の
ほ
ど
旧
川
治
公
民
館
跡
地
に
身
体
障
害
者
福

祉
会
館
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
会
館
は
、
市
内
の

身
障
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
干
余
人
の
皆
さ

ん
か
ら
「
だ
れ
に
も
気
兼
ね
な
く
自
由
に
使
え
る
施

設
を
」
と
か
ね
て
か
ら
要
望
の
で
て
い
た
も
の
で
す
。

　
建
物
は
、
約
千
五
百
万
円
を
か
け
て
、
木
造
二
階

建
て
約
百
九
十
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
一
階
に
は
リ
ハ

ゼ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
兼
会
議
室
、
事
務
室
。
二
階
に

は
十
八
畳
、
十
五
畳
の
和
室
が
あ
り
付
属
設
備
も
身

障
者
用
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
館
の
運
営
は
身
障
者
協
議
会
に
委
託
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
さ
っ
そ
く
十
六
日
に
は
、
身
体
障
害
者

巡
回
相
談
の
会
場
に
使
わ
れ
て
、
初
め
て
訪
れ
た
人

達
は
「
自
分
た
ち
の
城
が
で
き
た
」
と
喜
こ
ん
で
い

ま
し
た
。
活
発
な
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

黙

旨
鼓
，
，
蜂
U
藪
　
、
藝
一
い
窩
黙
慰
口
冨

◎利用の方法　　　　　　　　　　：

　直接、会館（87－9438）に申i
し込みください。身障者の皆さんi

は無料です。一般の人の利用は検i

討中です。　　　　　　　　　i
◎休館日　毎週水曜日です。　　i

◎身障者用施設　　　　　　　　　i

　点字ブロック（玄関、トイレ、部i

屋の入口に）、洋風トイレ、階段にi

手すり、非常階段はすべり台方式。i

退職金は今や常識ですが、事業主

ることがあります。たとえば、第

し老後を楽しみたい。経営の都合

や商店の閉鎖など……．こび）よう

て事業主の生活安全をはかる退職

れが、国でつくられた《小規模企

度です．将来にそなえてご加入をそに来将
　
　
》
員
個

のす
　
。
は
従

で
す
人

度
ま
る
する従業員が20人（商事とサービ

）以下の個人事業主および会社や

役員。ひとりで、あるいは家族だ

営んでいる人、また自由業び）人も

す。

金は…》

金は30，000円までの範囲内で自由

円で500円きざみ）にきめて加入

増・減額ができ、また、前払いも

業団の代理店または委託団体の

い込む方法と、預金口座振替で

があります。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
は

事
払
法
色
額
く
準
扱

が小規模企業共済等掛金控除と

り課税対象から控除されます。

共済金、解約手当金は、退職所

われますので控除額が大きくな

0

は法律によって定められており、

も政府が最後まで責任をもちます。

格者には、その掛金の範囲内で即

が受けられる、簡便な貸付制度が

、市商工課（87－3111内線243）

わせください。

飽
聯
腿
場
鰍
多
涌
既
轟
齢
灘
躍
脚
ゑ
設
醐
紡
健
孟
諏
藻
抑
噴
働
賑
吟

講
縦
療
灘
篇
騰
灘
糖
棚
翻
蔽
灘
鑑
耀
轟
駄
藤
震
鷺
論

　
第
六
次
漁
業
セ
ン
サ
ス
に

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　
十
一
月
一
日
現
在
で
第
六
次
漁
業

　
セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
　
こ
の
調
査
は
、
五
年
ご
と
に
全
国

　
規
模
で
行
わ
れ
る
も
の
で
す
が
、
我

　
が
国
の
漁
業
の
生
産
構
造
等
を
明
ら

　
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

　
す
。
当
市
で
調
査
対
象
と
な
る
の
は

　
内
水
面
養
殖
業
経
営
体
及
び
内
水
面

が慮
漁
業
協
同
組
合
で
す
。
で
す
か
ら
、

配　
調
査
の
主
体
は
、
食
用
、
鑑
賞
用
を

もに
問
わ
ず
販
売
を
目
的
と
し
て
魚
類
を

備設
養
殖
し
て
い
る
事
業
所
と
な
り
ま
す
．

属
　
　
該
当
の
事
業
所
に
は
・
十
一
月
一

付　
日
以
降
調
査
員
が
お
伺
い
し
養
殖
の

　
経
営
状
況
、
世
帯
の
就
業
状
況
等
を

　
お
聞
き
し
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
調
査
員

　
　
小
林
鉄
雄
（
下
条
地
区
全
域
）

　
　
池
田
一
雄
（
中
条
地
区
全
域
）

　
　
保
坂
久
一
（
吉
田
地
区
全
域
）

　
　
上
村
睦
男
（
水
沢
地
区
全
域
）

　
　
西
野
繁
（
十
日
町
・
川
治
．
六

　
　
箇
地
区
全
域
）
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商
品
仕
入
、
買
掛
金
、
支
払
手
形

・
熟
済
、
ホ
ー
ナ
ス
等
の
諸
経
費
の

支
払
な
、
、
｝
．
年
末
期
の
お
手
当
は
お

一
済
み
〆
、
し
．
よ
う
力

　
凶
民
金
融
公
庫
て
は
、
十
月
一
日

・
ら
年
夫
期
の
貸
付
を
開
始
し
ま
し

㌔
、
当
期
間
は
申
し
込
み
か
集
中
し

ま
す
か
ら
お
早
目
に
申
し
込
み
く
だ

レ
、
・
い
ら

◆
普
通
貸
付
（
一
般
の
事
業
資
金
）

融
資
限
度
　
千
二
百
万
円
以
内

利
率
　
年
七
二
新

貸
付
期
間
　
運
転
資
金
五
年
以
内
、

設
備
資
金
七
年
以
内

保
証
人
　
一
名
以
上

担
保
　
必
要
に
応
じ
て
提
供
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
中
小
企
業
経
営
改
善
貸
付

融
資
限
度
　
二
百
五
十
万
円
以
内

利
率
　
年
六
・
六
軒

貸
付
期
間
　
運
転
資
金
二
年
六
ヵ
月

　
以
内
、
設
備
資
金
三
年
六
ヵ
月
以

　
内
担
保
・
保
証
人
　
不
用
で
す

　
詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫
長
岡

支
店
、
十
目
町
商
工
会
議
所
、
市
役

所
商
工
課
（
3
七
⊥
一
二
一
一
内
線

二
四
三
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
．

×
ゼ
紹
ゼ
彩
ゼ
擢
頬
頬
彩
擢
、

新
潟
県
最
低
賃
金
が
決
ま
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
c
〆
養
c
〆
葵
〔
”
卜
＼
〔
／
卜
、
c
〃
隻
c
∠
（
o
《
Q
∠
箋
o
《
o
〆

　
新
潟
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
す
る
新
潟
県
最
低
賃
金
が
、

つ
ぎ
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
最
低
賃
金
額

　
　
　
一
日
　
二
千
三
百
九
十
二
円

　
（
た
だ
し
、
時
問
給
の
労
働
者
は

　
　
一
時
間
三
百
一
円
）

？
6
？
6
つ
6
？
6
つ
・
6
（
Y
6
9
・
6
？
6
つ
・
O
つ
・
6
つ
6
9
6
つ
・
6
つ
・
6
つ
6
つ
6
？
6
？
や
？
6
？
6

1円玉募金を実施

　　　～市老人クラブ～

　市老人クラブ連合会（会長南雲一郎）

では「眠っている1円玉を社会福祉事

業に〃」と会員に呼びかけたところ、

218，878円も集まりました。同クラブ連

合会では、この集まった善意のお金を

社会福祉事業に役立ててほしいと、市

社会福祉協議会に寄付されました。

◆
効
力
発
生
日

　
　
昭
和
五
十
三
年
十
月
十
六
日

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
今
ま
で
時

間
当
り
の
最
低
賃
金
が
全
面
的
に
適

用
さ
れ
て
い
た
短
時
問
労
働
者
（
い

わ
ゆ
る
パ
ー
ト
）
に
つ
い
て
、
適
用

の
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
賃
金
支
払
形
態
が
、
一
時
間
当
り

○
○
円
と
い
う
形
で
の
時
間
給
契
約

の
場
合
の
み
、
時
間
当
り
最
低
賃
金

額
（
三
百
一
円
）
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
同
じ
短
時
間
労
働
者

（
パ
ー
ト
）
で
あ
っ
て
も
一
日
×
×
円

と
い
う
目
額
に
よ
る
契
約
の
場
合
は

労
働
時
間
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、

日
額
（
二
千
三
百
九
十
二
円
）
が
、

そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
労
働
基
準
監
督
署
）

9
垂
9
垂

　
中
小
企
業
者
の
方
が
取
引
先
企
業

の
倒
産
で
、
売
掛
代
金
の
回
収
に
困

難
が
生
じ
た
り
、
資
金
繰
り
が
苦
し

く
な
り
、
こ
の
結
果
不
幸
に
し
て
自

ら
も
倒
産
の
や
む
な
き
に
至
る
例
が

す
く
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
共
済
制
度
は
、
こ
う
し
た
取

引
先
企
業
の
連
鎖
倒
産
に
備
え
る
む

の
で
概
要
は
次
の
通
り
で
す
．

加
入
で
き
る
方
　
引
き
続
き
一

年
以
上
事
業
を
行
っ
て
い
る
中

小
企
業
者
。

毎
月
の
掛
金
　
五
千
円
、
一
万

円
、
一
万
五
千
円
、
二
万
円
の

い
ず
れ
か
を
自
由
に
き
め
、
掛

金
総
額
が
最
高
百
二
十
万
円
ま

で
積
み
た
て
ら
れ
ま
す
。

共
済
金
の
貸
付
け
　
加
入
後
六

ヵ
月
以
上
経
過
し
た
加
入
者
の

取
引
先
企
業
が
倒
産
し
、
売
掛

金
債
権
等
の
回
収
が
困
難
と
な

っ
た
と
き
、
そ
の
回
収
が
困
難

と
な
っ

一
に
相
当
す
る
掛
金
額
は
、
掛
金
総

額
か
ら
差
し
引
か
れ
、
こ
の
共
済
制

度
の
財
源
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

五
十
三
年
度
の
特
例
今
年
度
一
年

問
に
限
っ
た
特
例
と
し
て
、
掛
金
の

一
括
前
納
が
で
き
ま
す
．
一
括
前
納

後
三
ヵ
月
以
上
経
過
し
て
取
引
先
企

業
の
倒
産
に
よ
り
、
金
融
機
関
か
ら

　
倒
産
し
た
取
引
先
企
業
が
振
り
出

　か　ゑ　のための

中小企業倒産防止共済制度

　
　
　
た
額
か
積
み
た
て
た
掛
金

の
合
計
額
の
十
倍
の
額
と
の
い
ず
れ
か

少
な
い
額
の
共
済
金
の
貸
付
け
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
共
済
金
の
貸
付
け
は

無
利
子
、
無
担
保
、
無
保
証
人
で
返

済
は
据
置
期
間
を
含
め
て
五
年
で
す
．

た
だ
し
、
共
済
金
の
貸
付
を
受
け
た

場
合
に
は
、
そ
の
貸
付
額
の
十
分
の

し
た
約
束
手
形
ま
た
は
引
受
け
た

為
替
手
形
（
割
引
手
形
に
限
る
）

を
買
い
戻
す
よ
う
請
求
さ
れ
、
こ

れ
に
応
じ
た
場
合
に
は
、
掛
金
の

十
倍
の
範
囲
内
（
最
高
千
二
百
万

円
）
で
共
済
金
の
貸
付
け
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
（
な
お
取
引
先
企
業

か
ら
受
け
取
っ
た
手
形
を
担
保
と

し
て
貸
付
け
を
受
け
て
い
た
場
合
、

そ
の
企
業
が
倒
産
し
た
こ
と
に
よ

り
金
融
機
関
か
ら
そ
の
手
形
の
額

面
額
の
支
払
い
ま
た
は
担
保
差
し

か
え
の
請
求
を
受
け
た
場
合
に
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

税
法
上
の
特
典
　
納
付
し
た
掛
金
は

税
法
上
必
要
経
費
ま
た
は
損
金
に
算

入
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
中
小
企
業
共
済
事
業

団
（
〒
一
〇
五
　
港
区
虎
の
門
二
ー

八
ー
一
）
か
市
商
工
会
議
所
．
市
商

工
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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身
体
障
害
者
福
祉
会
館
完
成
《
旧
川
治
公
民
館
跡
に
》

　　　　　　　　　　　∩
　　　　　　　　　　　窓
　　　　　　　　　　　ゑ
～中小企業共済事業団～響

　
こ
の
ほ
ど
旧
川
治
公
民
館
跡
地
に
身
体
障
害
者
福

祉
会
館
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
会
館
は
、
市
内
の

身
障
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
干
余
人
の
皆
さ

ん
か
ら
「
だ
れ
に
も
気
兼
ね
な
く
自
由
に
使
え
る
施

設
を
」
と
か
ね
て
か
ら
要
望
の
で
て
い
た
も
の
で
す
。

　
建
物
は
、
約
千
五
百
万
円
を
か
け
て
、
木
造
二
階

建
て
約
百
九
十
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
一
階
に
は
リ
ハ

ゼ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
兼
会
議
室
、
事
務
室
。
二
階
に

は
十
八
畳
、
十
五
畳
の
和
室
が
あ
り
付
属
設
備
も
身

障
者
用
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
館
の
運
営
は
身
障
者
協
議
会
に
委
託
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
さ
っ
そ
く
十
六
日
に
は
、
身
体
障
害
者

巡
回
相
談
の
会
場
に
使
わ
れ
て
、
初
め
て
訪
れ
た
人

達
は
「
自
分
た
ち
の
城
が
で
き
た
」
と
喜
こ
ん
で
い

ま
し
た
。
活
発
な
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

黙

旨
鼓
，
，
蜂
U
藪
　
、
藝
一
い
窩
黙
慰
口
冨

◎利用の方法　　　　　　　　　　：

　直接、会館（87－9438）に申i
し込みください。身障者の皆さんi

は無料です。一般の人の利用は検i

討中です。　　　　　　　　　i
◎休館日　毎週水曜日です。　　i

◎身障者用施設　　　　　　　　　i

　点字ブロック（玄関、トイレ、部i

屋の入口に）、洋風トイレ、階段にi

手すり、非常階段はすべり台方式。i

退職金は今や常識ですが、事業主

ることがあります。たとえば、第

し老後を楽しみたい。経営の都合

や商店の閉鎖など……．こび）よう

て事業主の生活安全をはかる退職

れが、国でつくられた《小規模企

度です．将来にそなえてご加入をそに来将
　
　
》
員
個

のす
　
。
は
従

で
す
人

度
ま
る
する従業員が20人（商事とサービ

）以下の個人事業主および会社や

役員。ひとりで、あるいは家族だ

営んでいる人、また自由業び）人も

す。

金は…》

金は30，000円までの範囲内で自由

円で500円きざみ）にきめて加入

増・減額ができ、また、前払いも

業団の代理店または委託団体の

い込む方法と、預金口座振替で

があります。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
は

事
払
法
色
額
く
準
扱

が小規模企業共済等掛金控除と

り課税対象から控除されます。

共済金、解約手当金は、退職所

われますので控除額が大きくな

0

は法律によって定められており、

も政府が最後まで責任をもちます。

格者には、その掛金の範囲内で即

が受けられる、簡便な貸付制度が

、市商工課（87－3111内線243）

わせください。

飽
聯
腿
場
鰍
多
涌
既
轟
齢
灘
躍
脚
ゑ
設
醐
紡
健
孟
諏
藻
抑
噴
働
賑
吟

講
縦
療
灘
篇
騰
灘
糖
棚
翻
蔽
灘
鑑
耀
轟
駄
藤
震
鷺
論

　
第
六
次
漁
業
セ
ン
サ
ス
に

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　
十
一
月
一
日
現
在
で
第
六
次
漁
業

　
セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
　
こ
の
調
査
は
、
五
年
ご
と
に
全
国

　
規
模
で
行
わ
れ
る
も
の
で
す
が
、
我

　
が
国
の
漁
業
の
生
産
構
造
等
を
明
ら

　
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

　
す
。
当
市
で
調
査
対
象
と
な
る
の
は

　
内
水
面
養
殖
業
経
営
体
及
び
内
水
面

が慮
漁
業
協
同
組
合
で
す
。
で
す
か
ら
、

配　
調
査
の
主
体
は
、
食
用
、
鑑
賞
用
を

もに
問
わ
ず
販
売
を
目
的
と
し
て
魚
類
を

備設
養
殖
し
て
い
る
事
業
所
と
な
り
ま
す
．

属
　
　
該
当
の
事
業
所
に
は
・
十
一
月
一

付　
日
以
降
調
査
員
が
お
伺
い
し
養
殖
の

　
経
営
状
況
、
世
帯
の
就
業
状
況
等
を

　
お
聞
き
し
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
調
査
員

　
　
小
林
鉄
雄
（
下
条
地
区
全
域
）

　
　
池
田
一
雄
（
中
条
地
区
全
域
）

　
　
保
坂
久
一
（
吉
田
地
区
全
域
）

　
　
上
村
睦
男
（
水
沢
地
区
全
域
）

　
　
西
野
繁
（
十
日
町
・
川
治
．
六

　
　
箇
地
区
全
域
）
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十
日
町
地
域
消
防
署
で
は
、
十
一

月
一
日
困
か
ら
十
一
月
七
目
り
℃
　
ま

で
秋
季
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま

す
。■
重
点
目
標

ω
幼
児
・
老
人
・
身
体
不
自
由
者
等

の
焼
死
防
止
対
策
の
強
化

吻
バ
i
・
キ
ャ
バ
レ
ー
・
旅
館
・
雑

居
ビ
ル
等
の
防
火
管
理
体
制
の
強
化

⑥
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
協
力
体
制
の

確
立

■
　
実
施
計
画

U
火
の
用
心
懸
垂
幕
、
ポ
ス
タ
ー
、

立
看
板
の
設
置

佗
チ
ャ
イ
ム
、
消
防
車
両
、
有
放
に

よ
る
広
報
と
宣
伝
巡
回

⑥
一
般
住
宅
・
各
事
業
所
並
び
に
危

険
物
施
設
立
入
検
査

＠
町
内
会
、
婦
人
会
等
、
防
火
懇
談

会
、
映
写
会
、
消
火
器
取
扱
い
指
導

㈲
消
防
用
設
備
等
点
検
要
領
講
習
会

㈲
水
利
・
機
械
器
具
の
点
検
整
備

ω
そ
の
他
防
火
思
想
普
及
に
関
す
る

こ
レ
㌔

　
家
庭
で
も
、
職
場
で
も
、
火
の
元

点
検
に
心
が
け
、
恐
ろ
し
い
火
災
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
か
ら
身
の
安
全
を
〃
㈹

　
最
近
一
般
住
宅
で
も
高
層
建
築
が

め
だ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
不
幸
に

し
て
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
た
い

せ
つ
な
生
命
を
安
全
に
守
る
た
め
、

三
階
以
上
の
住
宅
に
は
積
極
的
に
避

難
器
具
を
設
置
し
、
尊
い
人
命
を
火

災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
避
難
器
具
に
は
、
避
難
用
ロ
ー
プ
、

緩
降
機
、
避
難
ば
し
ご
が
あ
り
ま
す
．

人
権
相
談
所
を
開
設

　
新
潟
地
方
法
務
局
及
び
人
権
よ
う

護
委
員
協
議
会
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
．

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。日
時
　
＋
一
月
十
日
囲
　
午
前
＋
時

～
午
後
三
時
ま
で

場
所
　
十
日
町
市
公
民
館

相
談
担
当
者
　
人
権
よ
う
護
委
員
、

長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局
長
、
新
潟

地
方
法
務
局
長
岡
支
局
長
及
び
総
務

…
…
…
奎
1
墨
垂
Σ
－
…
…
Σ
－
垂
…
…
…
垂
…
差
Σ
ー
工
～
き
…
垂
…
垂
…
…
…
垂
≡
…
垂
三
～
垂
妻
－
｝
｝
｝
…

爆塑縦棒育協譲体育祭1潮

3団体
14人を表彰

　十日町市体育協会では、去る10月10日、市民体育

館において体育祭を開催、その席上で今年度の体育

功労者と優秀競技者あわせて3団体14人を表彰しま
した。

圏体育功労者（敬称略）

岡村栄一（川治地区）柳一郎（剣道）斉木正義（吉

田地区）宮沢健一（水沢地区）小海良一（陸上競技）

松村幸雄（陸上競技）橋沢英男（陸上競技）小海秀

夫（バレーボール）霜鳥裕志（庭球）

囹優秀競技者（敬称略）

信越駅伝参加チーム（陸上競技）県青年大会陸上女

子チーム（陸上競技）県青年大会卓球チーム（卓球）

佐藤敏夫（スキー〉貝瀬秀行（陸上競技）中俣輝子

（陸上競技）福田広行（卓球）太田美奈子（卓球）

山田正邦さんに東京高裁長官表彰
　　　　　　　山田正邦さん（山際）は、去る

　　　　　　9月13日東京高等裁判所長官表彰
　　　　　　を受けられました。

　　　　　　　山田さんは、昭和26年に十日町

　　　　　　簡易裁判所の民事調停委員に就任

　　　　　　以来今日まで公平な判断で調停活

　　　　　　動に努めてこられました。また、

　　　　　　ことしは地区調停協会会長を勤め

　　　　　　ていらっしゃいます。

係
長
相
談
内
容

●
老
人
や
婦
女
子
が
虐
待
さ
れ
て
い

る
。
騒
音
、
悪
臭
等
で
生
活
が
お
び

や
か
さ
れ
て
い
る
。
お
ど
し
や
暴
力

で
義
務
の
な
い
こ
と
を
強
い
ら
れ
た

り
、
家
主
や
地
主
か
ら
一
方
的
に
お

い
た
て
ら
れ
て
い
る
。
他
人
と
差
別

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
等
の
人
権
問
題

●
借
地
、
借
家
、
登
記
、
戸
籍
、
供

託
そ
の
他
民
事
、
刑
事
関
係
の
問
題

●
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
。
離

婚
、
土
地
、
建
物
等
に
関
す
る
紛
争

が
起
き
た
が
、
資
力
に
乏
し
い
た
め

訴
訟
で
解
決
を
は
か
れ
な
い
と
き
等

の
問
題

　
市
営
（
県
営
）
住
宅
は
、
住
宅
に

困
窮
す
る
低
額
所
得
者
に
対
し
て
低

廉
な
家
賃
で
賃
貸
し
て
い
る
も
の
で

す
。　
黒
沢
、
谷
内
丑
（
川
治
）
の
団
地

で
若
干
退
去
者
が
で
ま
す
の
で
、

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
・
社
会

福
祉
事
務
所
（
8
七
－
三
二
一
内

線
二
一
五
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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蜘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
で
は
、
市
街
地
の
路

鳶
辮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
駐
車
を
な
く
し
、
マ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ー
で
買
物
等
を
な
さ
る

礁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
利
便

纂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
る
よ
う
に
、
現
在
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
街
地
二
ヵ
所
に
無
料
駐
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
を
設
け
て
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
二
百
五
十
台
が
駐
車

磁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
能
で
す
が
、
現
在
利
用

雛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
て
い
る
方
は
、
少
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
特
定
な
人
に
限
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
違
法
駐
車
を
し
な
い
よ

　
彦
彦
魯
睾
彰
穆
彦
童
彦
彦
童
睾
童
彰
婁
曇
き
彦
魯
睾

ゆ
ず
り
ま
す
※
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

◆
1
0
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
　
（
希
望
者
は
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

口
，雛

熾 乗縫磁 獅 轍 葺
交
毒
藻繊雛

ロー 纏
簸

鎌
磁

雛
磁

珊輸鷺

〆八構田衡
駐巌縞 嚢釦購

センタ廓

籍
巖
酵

繁
講
郵

高
顧
灘嬢鍵駐意鋤

鴬馨幾
口

雛八
婚 i

　　　　　　　踏
縛卜醸磁雛　　　　　　爾

甥田 塑

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ブ
ラ
ザ
ー
編
機

中
　
古

五
万
円

エ
レ
ク
ト
ー
ン

中
　
古

一
万
円

ホ
ー
ロ
ー
バ
ス

（
　
・
五
人
田
…
）

〃

四
万
円
位

焼
物
陳
列
ダ
ナ

〃

相
談
で

ジ
ュ
ー
キ
編
機

〃

二
・
三
万
円

ピ
　
　
ア
　
　
ノ

〃

＋
万
円

子
供
自
転
車
（
學
）

〃

い
く
ら
で
も

漱
畑
吠
助
ポ
イ

相
談
で

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

〃

い
く
ぢ
で
も

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

中
　
古

五
千
円
で

リ
ッ
カ
ー
ゆ
ホ
ー

タ
，
フ
ル
…
シ
ン

〃

一
万
五
千
円
位

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

〃

一
万
円

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

〃

五
千
円
位

10

月
12
日
、
市
役
所
駐
車
場
で
手
の
り

イ
ン
コ
を
一
羽
拾
い
ま
し
た
。
色
は
ブ

ル
ー
で
黒
の
し
ま
が
あ
り
ま
す
。
お
心

あ
た
り
の
方
は
岡
村
（
市
役
所
宿
七
－

三
二
一
内
線
二
六
六
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

乳
用
や
ぎ
3
～
4
歳

千
円
で

ス
キ
ー
ぐ
つ
（
女
）

盟
㎝
ラ
ン
グ
デ
ビ
ル

中
　
古

三
万
円

コ
ン
ボ
ー
ネ
ン
ト

ス
　
テ
　
　
レ
　
オ

ブ
レ
ー
ア
ー
ア
ン
プ
ス
ピ
ー
カ
ー

〃

九
万
円
で

ソ
ニ
ー
ラ
ジ
カ
セ

（
ス
9
ジ
才
一
四
八
○
）

　ソ

ド
ホ
ー
ン
付

〃

芳
五
千
円

エ
レ
キ
ギ
タ
ー

〃

芳
五
千
円

う
、
す
す
ん
で
無
料
駐
車
場
を
利
用

し
ま
し
よ
う
。

市
営
無
料
駐
車
場
の
使
用
条
件

　
ど
な
た
で
も
駐
車
で
き
ま
す
が
、

つ
ぎ
の
条
件
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
．
。

◆
車
庫
が
わ
り
の
駐
車

◆
夜
九
時
か
ら
朝
七
時
ま
で
の
駐
車

◆
二
時
問
以
上
の
駐
車

◆
駐
車
は
通
路
を
確
保
し
、
他
人
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
正
し
い
駐
車
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
施
設
で
の
損
傷
や
盗
難
等
の
責
任

は
負
い
ま
せ
ん
。

V
十
日
町
青
年
学
級

～
三
十
周
年
記
念
集
会

　
十
目
町
青
年
学
級
が
開
講
し
て
三

十
年
1
こ
こ
で
学
ん
だ
若
者
は
四

千
人
を
超
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
記
念
事
業
実
行
委
員
会
で
は
、
共

に
学
ん
だ
仲
間
が
一
堂
に
会
し
て
三

十
周
年
を
祝
う
記
念
集
会
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
多

く
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
当
時
の
名
簿
か
ら
案
内
状
を
出
し

ま
し
た
が
、
昔
の
こ
と
で
す
の
で
全

員
を
把
握
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
．

　
案
内
状
の
届
か
な
か
っ
た
方
も
、

お
誘
い
合
わ
せ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
一
月
五
日
㈲
午
後
一
時
～

会
場
　
十
日
町
市
公
民
館

内
容
　
式
典
、
ス
ラ
イ
ド
「
三
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
か
が
ラ
、
ど
が
プ
た

　
　
～
罎
飼
驚
一
劉

　
△
諏
り
ツ
老
、
玉
競
動
、
い

　
大
嵌
膨
御
汰
餌
運
糾
枢

　
ッ
若
ス
の
て
力
頃
ツ
ら

　
　
　
と
人
内
れ
、
日
ハ
送

　
　
一
持
老
市
か
ス
。
大
が

　
ポ
維
市
。
わ
一
た
は
援

　
ス
加
閏
ば
郎
沖
卦
加
蜻

　
人
鉢
汁
縁
赤
汐
ユ
昨
監

ん
老
じ
日
か
、
、
過
の
に

箔
魏
欄
轡
旺
証

む
ー
ツ
去
館
o
レ
ー
達
フ

が
第
一
、
育
50
ク
い
人
珍

鮪
．
礎
欄
熱
織
以

の
歩
み
」
、
記
念
講
演
（
文
部
省
社

会
教
育
官
・
俵
谷
正
樹
先
生
）
、
演

劇
公
演
「
閉
村
の
日
」
　
（
演
劇
コ
ー

ス
）
祝
賀
会
（
繊
労
会
館
ホ
ー
ル
）

会
費
　
二
千
円

　
記
念
誌
を
つ
く
り
ま
す
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
十
日
町
市
公
民
館
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
代
金
は
送
料

と
も
五
百
円
で
す
。

レ
ン
ツ
ィ
・
カ
ボ
ラ
ロ
ー
ニ
　
コ
ン
サ
ー
ト

イ
タ
リ
ア
音
楽
へ
の
誘
い

■
1
1
月
7
日
⑳
／
午
後
6
：
30
（
開
場
5
：
3
0
）

■
十
日
町
市
民
会
館
ホ
ー
ル

目
入
場
料
／
千
円
（
全
席
自
由
）

米入場券は各公民
　館にあります。

【
老
人
健
康
診
査
に
つ
い
て
の
お
詫
び
】
十
月
十
日
発
行
の
市
報
と
お
か
ま
ち
十
一
ぺ
ー
ジ
の
老
人
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ
の
表
の
中
で
、
大
島
医

院
の
実
施
期
日
を
十
一
月
十
八
・
十
九
日
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
十
月
十
八
・
十
九
日
の
誤
”
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

避難ばしごは、あなたの命を菊胆ます。
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十
日
町
地
域
消
防
署
で
は
、
十
一

月
一
日
困
か
ら
十
一
月
七
目
り
℃
　
ま

で
秋
季
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま

す
。■
重
点
目
標

ω
幼
児
・
老
人
・
身
体
不
自
由
者
等

の
焼
死
防
止
対
策
の
強
化

吻
バ
i
・
キ
ャ
バ
レ
ー
・
旅
館
・
雑

居
ビ
ル
等
の
防
火
管
理
体
制
の
強
化

⑥
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
協
力
体
制
の

確
立

■
　
実
施
計
画

U
火
の
用
心
懸
垂
幕
、
ポ
ス
タ
ー
、

立
看
板
の
設
置

佗
チ
ャ
イ
ム
、
消
防
車
両
、
有
放
に

よ
る
広
報
と
宣
伝
巡
回

⑥
一
般
住
宅
・
各
事
業
所
並
び
に
危

険
物
施
設
立
入
検
査

＠
町
内
会
、
婦
人
会
等
、
防
火
懇
談

会
、
映
写
会
、
消
火
器
取
扱
い
指
導

㈲
消
防
用
設
備
等
点
検
要
領
講
習
会

㈲
水
利
・
機
械
器
具
の
点
検
整
備

ω
そ
の
他
防
火
思
想
普
及
に
関
す
る

こ
レ
㌔

　
家
庭
で
も
、
職
場
で
も
、
火
の
元

点
検
に
心
が
け
、
恐
ろ
し
い
火
災
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
か
ら
身
の
安
全
を
〃
㈹

　
最
近
一
般
住
宅
で
も
高
層
建
築
が

め
だ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
不
幸
に

し
て
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
た
い

せ
つ
な
生
命
を
安
全
に
守
る
た
め
、

三
階
以
上
の
住
宅
に
は
積
極
的
に
避

難
器
具
を
設
置
し
、
尊
い
人
命
を
火

災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
避
難
器
具
に
は
、
避
難
用
ロ
ー
プ
、

緩
降
機
、
避
難
ば
し
ご
が
あ
り
ま
す
．

人
権
相
談
所
を
開
設

　
新
潟
地
方
法
務
局
及
び
人
権
よ
う

護
委
員
協
議
会
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
．

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。日
時
　
＋
一
月
十
日
囲
　
午
前
＋
時

～
午
後
三
時
ま
で

場
所
　
十
日
町
市
公
民
館

相
談
担
当
者
　
人
権
よ
う
護
委
員
、

長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局
長
、
新
潟

地
方
法
務
局
長
岡
支
局
長
及
び
総
務

…
…
…
奎
1
墨
垂
Σ
－
…
…
Σ
－
垂
…
…
…
垂
…
差
Σ
ー
工
～
き
…
垂
…
垂
…
…
…
垂
≡
…
垂
三
～
垂
妻
－
｝
｝
｝
…

爆塑縦棒育協譲体育祭1潮

3団体
14人を表彰

　十日町市体育協会では、去る10月10日、市民体育

館において体育祭を開催、その席上で今年度の体育

功労者と優秀競技者あわせて3団体14人を表彰しま
した。

圏体育功労者（敬称略）

岡村栄一（川治地区）柳一郎（剣道）斉木正義（吉

田地区）宮沢健一（水沢地区）小海良一（陸上競技）

松村幸雄（陸上競技）橋沢英男（陸上競技）小海秀

夫（バレーボール）霜鳥裕志（庭球）

囹優秀競技者（敬称略）

信越駅伝参加チーム（陸上競技）県青年大会陸上女

子チーム（陸上競技）県青年大会卓球チーム（卓球）

佐藤敏夫（スキー〉貝瀬秀行（陸上競技）中俣輝子

（陸上競技）福田広行（卓球）太田美奈子（卓球）

山田正邦さんに東京高裁長官表彰
　　　　　　　山田正邦さん（山際）は、去る

　　　　　　9月13日東京高等裁判所長官表彰
　　　　　　を受けられました。

　　　　　　　山田さんは、昭和26年に十日町

　　　　　　簡易裁判所の民事調停委員に就任

　　　　　　以来今日まで公平な判断で調停活

　　　　　　動に努めてこられました。また、

　　　　　　ことしは地区調停協会会長を勤め

　　　　　　ていらっしゃいます。

係
長
相
談
内
容

●
老
人
や
婦
女
子
が
虐
待
さ
れ
て
い

る
。
騒
音
、
悪
臭
等
で
生
活
が
お
び

や
か
さ
れ
て
い
る
。
お
ど
し
や
暴
力

で
義
務
の
な
い
こ
と
を
強
い
ら
れ
た

り
、
家
主
や
地
主
か
ら
一
方
的
に
お

い
た
て
ら
れ
て
い
る
。
他
人
と
差
別

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
等
の
人
権
問
題

●
借
地
、
借
家
、
登
記
、
戸
籍
、
供

託
そ
の
他
民
事
、
刑
事
関
係
の
問
題

●
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
。
離

婚
、
土
地
、
建
物
等
に
関
す
る
紛
争

が
起
き
た
が
、
資
力
に
乏
し
い
た
め

訴
訟
で
解
決
を
は
か
れ
な
い
と
き
等

の
問
題

　
市
営
（
県
営
）
住
宅
は
、
住
宅
に

困
窮
す
る
低
額
所
得
者
に
対
し
て
低

廉
な
家
賃
で
賃
貸
し
て
い
る
も
の
で

す
。　
黒
沢
、
谷
内
丑
（
川
治
）
の
団
地

で
若
干
退
去
者
が
で
ま
す
の
で
、

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
・
社
会

福
祉
事
務
所
（
8
七
－
三
二
一
内

線
二
一
五
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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蜘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
で
は
、
市
街
地
の
路

鳶
辮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
駐
車
を
な
く
し
、
マ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ー
で
買
物
等
を
な
さ
る

礁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
利
便

纂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
る
よ
う
に
、
現
在
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
街
地
二
ヵ
所
に
無
料
駐
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
を
設
け
て
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
二
百
五
十
台
が
駐
車

磁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
能
で
す
が
、
現
在
利
用

雛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
て
い
る
方
は
、
少
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
特
定
な
人
に
限
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
違
法
駐
車
を
し
な
い
よ

　
彦
彦
魯
睾
彰
穆
彦
童
彦
彦
童
睾
童
彰
婁
曇
き
彦
魯
睾

ゆ
ず
り
ま
す
※
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

◆
1
0
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
　
（
希
望
者
は
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

口
，雛

熾 乗縫磁 獅 轍 葺
交
毒
藻繊雛

ロー 纏
簸

鎌
磁

雛
磁

珊輸鷺

〆八構田衡
駐巌縞 嚢釦購

センタ廓

籍
巖
酵

繁
講
郵

高
顧
灘嬢鍵駐意鋤

鴬馨幾
口

雛八
婚 i

　　　　　　　踏
縛卜醸磁雛　　　　　　爾

甥田 塑

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ブ
ラ
ザ
ー
編
機

中
　
古

五
万
円

エ
レ
ク
ト
ー
ン

中
　
古

一
万
円

ホ
ー
ロ
ー
バ
ス

（
　
・
五
人
田
…
）

〃

四
万
円
位

焼
物
陳
列
ダ
ナ

〃

相
談
で

ジ
ュ
ー
キ
編
機

〃

二
・
三
万
円

ピ
　
　
ア
　
　
ノ

〃

＋
万
円

子
供
自
転
車
（
學
）

〃

い
く
ら
で
も

漱
畑
吠
助
ポ
イ

相
談
で

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

〃

い
く
ぢ
で
も

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

中
　
古

五
千
円
で

リ
ッ
カ
ー
ゆ
ホ
ー

タ
，
フ
ル
…
シ
ン

〃

一
万
五
千
円
位

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

〃

一
万
円

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

〃

五
千
円
位

10

月
12
日
、
市
役
所
駐
車
場
で
手
の
り

イ
ン
コ
を
一
羽
拾
い
ま
し
た
。
色
は
ブ

ル
ー
で
黒
の
し
ま
が
あ
り
ま
す
。
お
心

あ
た
り
の
方
は
岡
村
（
市
役
所
宿
七
－

三
二
一
内
線
二
六
六
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

乳
用
や
ぎ
3
～
4
歳

千
円
で

ス
キ
ー
ぐ
つ
（
女
）

盟
㎝
ラ
ン
グ
デ
ビ
ル

中
　
古

三
万
円

コ
ン
ボ
ー
ネ
ン
ト

ス
　
テ
　
　
レ
　
オ

ブ
レ
ー
ア
ー
ア
ン
プ
ス
ピ
ー
カ
ー

〃

九
万
円
で

ソ
ニ
ー
ラ
ジ
カ
セ

（
ス
9
ジ
才
一
四
八
○
）

　ソ

ド
ホ
ー
ン
付

〃

芳
五
千
円

エ
レ
キ
ギ
タ
ー

〃

芳
五
千
円

う
、
す
す
ん
で
無
料
駐
車
場
を
利
用

し
ま
し
よ
う
。

市
営
無
料
駐
車
場
の
使
用
条
件

　
ど
な
た
で
も
駐
車
で
き
ま
す
が
、

つ
ぎ
の
条
件
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
．
。

◆
車
庫
が
わ
り
の
駐
車

◆
夜
九
時
か
ら
朝
七
時
ま
で
の
駐
車

◆
二
時
問
以
上
の
駐
車

◆
駐
車
は
通
路
を
確
保
し
、
他
人
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
正
し
い
駐
車
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
施
設
で
の
損
傷
や
盗
難
等
の
責
任

は
負
い
ま
せ
ん
。

V
十
日
町
青
年
学
級

～
三
十
周
年
記
念
集
会

　
十
目
町
青
年
学
級
が
開
講
し
て
三

十
年
1
こ
こ
で
学
ん
だ
若
者
は
四

千
人
を
超
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
記
念
事
業
実
行
委
員
会
で
は
、
共

に
学
ん
だ
仲
間
が
一
堂
に
会
し
て
三

十
周
年
を
祝
う
記
念
集
会
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
多

く
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
当
時
の
名
簿
か
ら
案
内
状
を
出
し

ま
し
た
が
、
昔
の
こ
と
で
す
の
で
全

員
を
把
握
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
．

　
案
内
状
の
届
か
な
か
っ
た
方
も
、

お
誘
い
合
わ
せ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
一
月
五
日
㈲
午
後
一
時
～

会
場
　
十
日
町
市
公
民
館

内
容
　
式
典
、
ス
ラ
イ
ド
「
三
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
か
が
ラ
、
ど
が
プ
た

　
　
～
罎
飼
驚
一
劉

　
△
諏
り
ツ
老
、
玉
競
動
、
い

　
大
嵌
膨
御
汰
餌
運
糾
枢

　
ッ
若
ス
の
て
力
頃
ツ
ら

　
　
　
と
人
内
れ
、
日
ハ
送

　
　
一
持
老
市
か
ス
。
大
が

　
ポ
維
市
。
わ
一
た
は
援

　
ス
加
閏
ば
郎
沖
卦
加
蜻

　
人
鉢
汁
縁
赤
汐
ユ
昨
監

ん
老
じ
日
か
、
、
過
の
に

箔
魏
欄
轡
旺
証

む
ー
ツ
去
館
o
レ
ー
達
フ

が
第
一
、
育
50
ク
い
人
珍

鮪
．
礎
欄
熱
織
以

の
歩
み
」
、
記
念
講
演
（
文
部
省
社

会
教
育
官
・
俵
谷
正
樹
先
生
）
、
演

劇
公
演
「
閉
村
の
日
」
　
（
演
劇
コ
ー

ス
）
祝
賀
会
（
繊
労
会
館
ホ
ー
ル
）

会
費
　
二
千
円

　
記
念
誌
を
つ
く
り
ま
す
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
十
日
町
市
公
民
館
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
代
金
は
送
料

と
も
五
百
円
で
す
。

レ
ン
ツ
ィ
・
カ
ボ
ラ
ロ
ー
ニ
　
コ
ン
サ
ー
ト

イ
タ
リ
ア
音
楽
へ
の
誘
い

■
1
1
月
7
日
⑳
／
午
後
6
：
30
（
開
場
5
：
3
0
）

■
十
日
町
市
民
会
館
ホ
ー
ル

目
入
場
料
／
千
円
（
全
席
自
由
）

米入場券は各公民
　館にあります。

【
老
人
健
康
診
査
に
つ
い
て
の
お
詫
び
】
十
月
十
日
発
行
の
市
報
と
お
か
ま
ち
十
一
ぺ
ー
ジ
の
老
人
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ
の
表
の
中
で
、
大
島
医

院
の
実
施
期
日
を
十
一
月
十
八
・
十
九
日
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
十
月
十
八
・
十
九
日
の
誤
”
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

避難ばしごは、あなたの命を菊胆ます。
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広
域
消
防
職
員
を
募
集

　
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
目
採
用
の

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
消
防
職

員
（
消
防
士
）
を
つ
ぎ
の
と
お
り
若

、

干
名
募
集
し
ま
す
．

受
験
資
格
　
①
高
等
学
校
卒
業
者
（
明

年
三
月
卒
業
予
定
者
を
含
む
）
で
昭

和
三
十
一
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
男
子
　
②
十
日
町
市
、
川
西
町
、

津
南
町
、
中
里
村
に
居
住
可
能
な
人

③
身
長
百
六
〇
聾
以
上
、
胸
囲
は
身

長
の
二
分
の
一
以
上
、
体
重
五
十
㎏

以
上
、
視
力
両
眼
の
場
合
○
・
八
以

上
、
一
眼
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
○
・
五

以
上
（
矯
正
視
力
可
）
で
色
神
正
常
、

　
　
寺

　
　
降

　
　
　

　
　
後

　
　
午

　
　
～
程
時

　
　
1
0
㈱

日
前

　
　
午
物

導
鐙
褒
日

　
　
1
芳

獄
用

　
　
1
関

　
　
き
ろ

　
　
　
こ

　
　
と
と

と　き　11月2日㊦／午前10時～午後3時

ところ　㈱　エ　ド　ヤ

◆血液生化学検査の結果について
　4月～9月の献血分までが保健課に届いてい
　ます。希望者は献血手帳を持参して保健課まで

おいでください。

一明日といわず今献血しましょう一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敦

そ
の
他
身
体
強
健
で
体
質
上
欠
陥
の

な
い
人
。

試
験
方
法
　
①
第
一
次
試
験
　
教
養

試
験
と
体
力
診
断
テ
ス
ト
　
②
第
二

次
試
験
第
一
次
試
験
合
格
者
に
対

し
て
口
述
試
験
と
身
体
検
査
を
行

試
験
の
期
日
及
び
場
所
　
①
第
一
次

試
験
　
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
九
日

ω
　
②
第
二
次
試
験
　
昭
和
五
十
三

年
十
二
月
下
旬
　
場
所
等
は
受
験
者

に
別
途
通
知
し
ま
す
。

受
験
手
続
　
①
申
込
書
類
等
　
十
日

町
地
域
消
防
本
部
総
務
課
に
つ
y
、
あ

㎜
雛
欝
の
体
鐵
救
急
選

…
3
目
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）

…
（
文
化
の
日
）
　
8
2
の
2
1
7
4
番

皿
5
日
富
田
医
院
（
神
明
町
）

…
　
　
　
　
8
2
の
3
2
6
9
番

一
1
2
日
中
条
病
院
（
北
原
）

…
　
　
8
7
の
3
・
・
8
番

…
1
9
目
大
島
医
院
（
川
原
町
）

一
　
　
　
　
雪
2
の
2
9
5
7
番

皿
2
3
日
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
）

…
（
警
の
日
）
　
8
5
の
2
0
0
3
番

…
2
6
日
　
十
日
町
病
院
（
高
田
町
3
南
）

…
　
　
　
　
8
7
の
5
5
6
6
番

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
・

ω
受
験
申
込
書
（
用
紙
は
消
防
本
部

総
務
課
に
あ
り
ま
す
）
ω
身
上
調
書

㈲
最
終
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書

（
卒
業
見
込
み
の
人
は
前
年
の
も
の
）

②
申
込
受
付
期
間
　
昭
和
五
十
三
年

十
一
月
十
三
日
～
十
一
月
二
十
七
日

午
後
五
時
ま
で
（
郵
送
の
場
合
は
十

一
月
二
十
七
目
ま
で
の
消
印
の
も
の

は
有
効
と
し
ま
す
）

そ
の
他
　
詳
し
く
は
十
日
町
地
域
消

防
本
部
総
務
課
（
盈
七
－
一
五
五
五

番
）
　
へ
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
一
月
一
目
困
　
午
前
九
時
～

正
午
ま
で
　
太
田
島
の
一
部
、
安
養

寺
、
姿
▼
十
一
月
二
日
困
午
前

九
時
～
午
前
十
一
時
半
ま
で
　
稲
葉

の
一
部
、
山
谷
、
小
泉
、
樽
沢
　
▼

十
一
月
六
日
側
　
午
前
九
時
～
正
午

ま
で
　
山
本
町
一
・
二
・
四
丁
目
の

各
一
部
、
山
本
町
二
丁
目
、
関
根
、

浅
之
平
、
笹
之
沢
、
池
之
平
、
落
之

水
、
孕
石
、
稲
子
平
、
長
里
　
▼
十

一
月
十
四
日
図
　
午
前
八
時
～
午
後

一
時
ま
で
　
明
石
町
の
一
部
、
川
治

の
一
部
、
大
黒
沢
、
小
黒
沢
、
伊

達
、
六
箇
山
谷
、
中
村
の
一
部
、
麻

畑
、
田
麦
、
ニ
ッ
屋
、
船
坂
、
池
沢
、

野
中
、
当
間
、
鍬
柄
沢
、
塩
ノ
又

z
事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

n
月
8
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

↑
日
町
公
民
館

53

年
7
月

生
れ
の
人

域全

い
七
」
た

／
＼でいおは方の月当亥二、、

増
望てくなが知通人個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

n
月
1
5
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

52

年
5
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

H
月
望
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
　
労

青
少
年
ホ
ー
－
ム

50
年
5
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

n
月
7
日

　
（
火
）

午
後
1
時
半

～
　
4
寺

　
日

卜
条
公
民
館

生
後
12
カ

月
ま
で
の

人

ド
条
地
区

H
月
9
日

　
（
木
）

吉
田
出
張
所

吉
田
地
区

n
月
1
0
日

　
（
金
）

水
沢
出
張
所

水
沢
地
区

n
月
硲
日

　
（
木
）

中
条
公
民
館

中
条
地
区

n
月
1
4
日

　
（
火
）

十
日
町
公
民
館

53

年
3
月

～
5
月
生

れ
の
人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

　
地
　
　
区

お年垂つぎ年賀憾がぎ

　　　　11月6日から発売

　昭和54年新年用お年玉つき年賀はがき

を、11月6Eヨから市内郵便局・切手類売

さばき所で発売します。

　ふだん亡ぶさたしている反人や知人に

も年賀状を贈りましょう。

　　　　　　　　　　（十日町郵便局）

、
漣

巌
ー
蔑
　
　
－
激
　
『

讐

　黙．総　　饗欝懸・

鱒鐡弩1鵜み
ン

がゑり

馨鰯轟

今月の納税…市民税第3期・国民1建康1呆険料第4期（納期限は10月31日です・納期内納付を励行しましょう）

O
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
O

』阪11曇・
　　　　　　　　　　口37写□

編集発行／十日町市役所（電話（代）7－3111）往1月25日（1部6円）

保
育
所
入
所
児
童
を
募
集

　
昭
和
五
十
四
年
四
月
保
育
所
入
所

児
童
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
．

希
望
者
は
市
・
社
会
福
祉
事
務
所
に

お
申
し
込
み
ぐ
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
十
二
月
十
一
日
側
～
十

二
月
二
十
目
困
ま
で

入
所
資
格
　
十
日
町
市
に
住
民
登
録

し
て
あ
り
、
保
育
に
欠
け
る
児
童

提
出
書
類
保
育
所
入
所
申
誌
署
（
用

紙
は
市
・
社
会
福
祉
事
務
所
及
び
各

保
育
所
に
あ
り
ま
す
）

そ
の
他
　
母
親
が
内
職
を
し
て
い
る

場
合
は
事
業
主
の
証
明
書
（
所
定
の

‡

用
紙
）
が
必
要
。
ま
た
祖
父
母
、
父

母
等
が
病
気
の
場
合
は
医
師
の
診
断

書
（
六
十
五
歳
以
上
は
除
く
）
が
必

要
。
入
所
選
考
に
あ
た
り
、
幼
稚
園

や
へ
き
地
保
育
所
に
入
園
が
決
定
さ

れ
て
い
る
児
童
に
つ
い
て
は
選
考
の

対
象
か
ら
除
外
と
な
り
ま
す
。

募
集
予
定
人
員

牙
日
町
保
育
所

川
治
保
育
所

十
日
町
西
保
育
所

高
山
保
育
所

鐙
島
保
育
所

13　24　37　28　33
人　人　人　人　人

　
　
話離

　
　
赫

‡
来
！
米
十

明窓会が点字力レンダーを寄贈

　目の見えないかたに光をと、ボランティア活動を

続けている十日町明窓会（小杉洋司会長）では、54

年度点字カレンダー50部を作成し、35名の盲人と、

中魚沼、十日町の各市町村に寄贈しました，このカ

レンダーは、B5判26ぺ一ジで、日曜表のほか、盲

人たちの俳句、年中行事など内容豊富。会員13名が

3ヵ月あまりかけてできあがった《、グ）です。盲人部

会会長の小池琴二さんは、会員一同、明窓会の皆さ

んの熱意に感謝していますと語っていました．

北
原
保
育
所

十
日
町
幼
児
園

北
越
保
育
園

四
目
町
保
育
園

山
本
愛
泉
保
育
園

森
の
保
育
園

な
お
、

31　　18　　35　　24　　30　　19

人　人　人　人　人　人

　
　
　
　
下
条
保
育
所
に
つ
い
て
は

募
集
済
で
す
の
で
除
き
ま
す
．

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
・
社
会
福

祉
事
務
所
（
倣
七
±
丘
二
内
線

一
二
六
番
）
ま
で
．

き
れ
い
な
選
挙
を

　
　
　
　
め
ざ
し
「
宣
言
」

　
十
日
町
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
（
大
島
良
作
会
長
）
で
は
、
去
る

十
一
月
十
目
、
来
春
の
統
一
地
方
選

挙
に
お
け
る
明
る
い
選
挙
推
進
事
業

の
重
点
目
標
に
つ
い
て
討
議
を
行
い

十
日
町
市
独
自
の
宣
言
を
発
表
し
ま

し
た
。

　
　
宣
　
　
　
言

　
私
た
ち
は
、
来
春
執
行
さ
れ
る
「
統

一
地
方
選
挙
」
に
あ
た
り
、
明
る
く

き
れ
い
な
選
挙
の
推
進
を
め
ざ
し
て

つ
ぎ
の
．
一
と
を
決
議
し
、
心
を
新
た

に
し
て
今
後
の
運
動
を
積
極
的
に
展

開
す
る
．
）
と
を
宣
言
し
ま
す
、

一
、
地
方
選
挙
は
、
私
た
ら
の
生
活

に
密
接
な
政
治
を
担
う
入
々
を
選
ぶ

大
切
な
機
会
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ

こ
に
、
あ
ら
た
め
て
地
方
自
治
の
意

義
を
十
分
考
え
、
真
に
二
れ
か
ら
の

政
治
を
任
す
こ
と
の
で
き
る
人
を
選

ぶ
よ
う
に
努
め
よ
う
．

　
ま
た
、
情
実
や
因
縁
の
か
ら
ん
だ

選
挙
に
は
断
固
と
し
た
態
度
で
臨
も

，
つ
〇二
、
公
職
に
あ
る
者
や
立
候
補
者
な

ど
は
、
選
挙
区
内
に
対
し
て
色
々
な

寄
付
を
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
十
分
守

ら
れ
て
い
な
い
の
で
「
贈
ら
な
い
、

も
ら
わ
な
い
、
求
め
な
い
」
の
三
な

い
運
動
を
更
に
徹
底
さ
せ
よ
う
。

三
、
青
年
層
は
、
無
関
心
層
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
次
代
を
背

負
っ
イ
、
立
つ
者
と
し
て
、
進
ん
で
投

票
に
参
加
ず
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

家
庭
で
の
話
し
合
い
な
ど
は
、
青
年

に
与
え
る
影
響
が
極
め
て
大
き
い
の

で
、
今
後
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え

て
青
年
層
に
働
き
か
け
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

黛
イ
、
い

ウ“

蜀舗

りx
【
U
U


